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1． は じ め に

　 か ん 　だ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　み 　や　こ

　 「苅田港 」 は ， 福岡県京都郡苅田町 に あ っ て ， 周

防灘 に面 す る 「重要港湾」 で あ る（図
一 1）。周辺 の

海底 は非常 に遠浅で ， 水深
一10m の 等深線 は 約 10

kln沖合 となる。 潮位 の 干満差は 約 4m で あ る。土

質 は 海底面下
一5 皿 〜− 12m ま で はN 値 5以下 の 軟

弱 な シ ル ト層で あ る （図一 2）。

図
一1　 苅 田港位置図

January ，1991

土

　苅 田港 は ， か っ て 筑豊炭 の 輸送基地 と して 港湾整

備が始め られ た 。 そ の 後 ， 発電所 お よび セ メ ン ト工

場 の 用地 を造成する た め 「1 号地 」 の 埋立が行われ

た。ま た
， 高度経済成長期に は 「臨海工 業用地 」 の

造成 ，

厂
フ ェ リー埠頭」 お よ び 「木材港 」 の 整備 ，

「 2 号地」 の 埋立，更 に は 「苅田沖土砂処 分揚」 の

造成等時代の 要請に即応 して 埋立 ，整備が な され，

現在は九州 を代表 す る 「工 業港 」 （平成元年取扱い

貨物は約 2510 万 t ） な い し 「国際貿易港」 （平成元

年輸出額 は約 3400億円で，単独港 で は管内 ト ッ プ ）

と し て 港勢が 伸展 して い る 。

　本稿 は苅田港 の 埋 立 に つ い て ，造成中の 苅 田沖土

砂処分場 を含め主要地 区 ご とに 経緯な い し特徴 を簡

単に述 べ る もの で あ る 。

2、埋 立 の変遷

図
一 2　苅田港土質柱状図

　2．↑ 概　要

　古 くは江戸時代か ら 「入浜塩田」 を造 る た め干潟

が 「千拓 」 され て い る が ，

「港湾整備 」 と し て の 厂埋

　　立 」 は半世紀あま りで あ る（図
一 3）。 埋 立 の 累

　計面積 は約 647ha で 苅 田町 の 総面 積（45．7km2 ）

　の 約15％ を占め る 。

　　2．2　本港 地 区 の埋 立

　　（1） 石炭埠頭 の 整備

　　本格的な埋立 は築港 の 起工 （昭和14年）に始

　ま る 。 当時 ， 筑豊 炭の 増産に伴 い ， 瀬戸 内海側

　に積出施設を整備す る こ と とな っ た
。 埋 立計画

　の 概要 は 次 の と お り で あ る 。

「浜町新開地先 を

　埋立 て 突出埠頭 1 基 を設 け 其西側 に長 600米，

　水深 4．5米 の 岸壁 を築造 して 機帆船 の 繋留にあ

　て 陸上 は岸壁 に接 し て，石炭桟橋を設 ける。之

　　よ り陸に向ふ長 400米 と， 之 に直角な長 120米

　　の 護岸は永深 3 米 の物揚場 と し杭木其他雑貨 の

63

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報 文一2099

i！
昭和13年以前の埋立地

昭和20年迄の埋立地

昭桐」30年迄の埋立地

図
一3　 苅田港埋立変遷図

荷役に あ て る 」
1）

。 こ うし て本港地 区の 骨格が決ま っ

た。

　一部完成 した岸壁お よび桟橋か ら昭和19年 8月 に

送炭が開始 され，30年代は 年問約 100万 t が積出 さ

れ て い る
2）

。 石 炭埠頭 の 整備は昭和37年に 完了 し た

が
，

エ ネ ル ギー革命に よ る石炭事情の変化 に対応 し

て
一
般貨物 の 利用 に変更 され ，− 10m 岸壁 に改良工

事 が施工 され （昭和45年完了）現在に 至 っ て い る 。

　（2） 火力発電所用地 の 造成

　直轄で 受託 し造成工 事がな され た （昭和27年 8 月

起工 ）。4000m に及ぶ 外周護岸 として 干潟上 に ＋5．

8皿 の 捨石 護岸 を築造 し た が， 地盤は シ ル ト質で施

工 が難航 した 。 埋 立 は サ ン ドポン プ で施工 し， 地盤

が悪 か っ たた め ，長 さ15m の 米松杭 を， 発電機の 基

礎 に は 2400 本 ， 煙突 ， 社屋 ビ ル の 基礎 に は 1000本

打込 ん だ と い う。 昭和31 年 4 月に 発電が開始され

た
3）

（写真一 1）。
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写真
一1　 昭和35年頃 の 苅田港全景

　  　 1 号地 の 埋 立

　発電所 か ら発生する石炭灰 お よ び 浚渫土 を利用 し

て 「 1 号埋立 地」 （151ha ）が造成され た 。
こ こ に セ

メ ン ト会社 が進出 ， 操業 （昭和39年） し ，
セ メ ン ト

は そ の 後 の 海上取扱 い 貨物量 の 約40〜50％ を占め る 。

こ の 頃よ り苅田港に お け る 臨海工業地帯 の 優位性 が

土 と基礎，39− t（396）
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認 め られ ，相次 い で 企業 が進出す る こ と となる
4）

。

　 2．3　南港 地 区 の埋 立

　（1） 小波瀬臨海工 業用地の造成

　か ね て干拓 され た 小波瀬地区が 「臨海工 業用地 」

（198ha ）と し て浚渫土お よび石 炭灰 で 埋 立 て られ た

（昭和40年〜45年）。 こ こ に自動車メ ーカ ーが進出 し

（昭和50年 4 月操業）， 苅 田港を輸出基地 と して生産

を拡大 し て い る 。

　（2） フ ェ リー埠頭 の 整備

　昭和43年 8 月，神戸
・北九州問に我 が国最初 の 長

距離 フ ェ リ
ー

が就航し て 以来 ， 続々 と 就航 し
，

「フ

ェ リ
ー時代」 が訪れ た。苅 田港 に お い て も 「 フ ェ リ

ー埠頭 」 の 建設がな され た （昭和47年11月着工 ，48

年第 1 バ ー
ス 供用開始）e 可動橋 駐車場お よ び旅

客上 屋等 が一
体的 に 配 置 され て い る。

　（3） 2 号地 の 埋 立

　昭和52年に 「2 号地」 （160ha）の 埋立 が始 ま り，

61年に完成 し た （写真一 2）。

− 10m岸壁 ，

− 7．5皿

岸壁 も整備され ， 隣接地 の 自動車 メ
ーカ ーが 工 場 の

拡張工 事 （50ha）を行 っ て い る 。

写 真一 2　現在の 苅 田港全景

　 2．4 松山地区の埋 立

　「木材輸入港 」 として 指定 （昭和44年 6 月）され ，

取扱 い 数量 も増加 し た た め ，
「木材専用埠頭」 の整

備に着工 し た （昭和47年）。52年 に木材専用埠頭お

よ び松 山水面貯木場 の 供用 が開始 され た 。 また ， 背

後 の 「松山工 業用地 」 （55ha） が 埋立て られ た （昭

禾047年〜54年）。

Ja 皿 uary ，1991
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一 4　 苅田沖土砂処分場土質柱状図

図
一 5

　覊

1
単r立：m ｝

土砂処分場平面図

3． 苅田沖土 砂処分場 の造成

3．1 概　要

　「苅田沖土砂処分場」 は ， 近傍航路の 浚渫土砂 の

処分が主 目的の沖合人工 島 で あ る。 外周護岸延長

5200m （東 西 900m ， 南北 1700m ）， 面 積 153　ha

で ， 苅田港 沖合約 3．5km ， 水深約 7m の 海上 に 位

置する（図
一 1）。 造成地 は主 と して 「緑地公 園」 と

して利用が 計画 されて い る が， 北 側 に 拡 大 造 成

（2425 皿 ）が予定され て い る 「第 2 土砂処分場」 と

合わ せ て 「空港」 建設 の 要請 もな され て い る 。

　 3，2 護岸構造

　（1） 地盤条件

　苅田港に南接 し た行橋 市か ら比較 的大 き な 河川

（今川等）が周防灘に流入 して い る。 流入 土砂は分

級淘汰 され て堆積 し， 細粒分 は沖合に 運ばれ遠浅 の
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北護岸　標準断面図（深層混合処理） 束護岸　標準断面図（サ ン ドコ ンパ クショ ン ）

　 　 　 　 　 　 　 十8，D

北・西 護岸　標 準断 面図（床掘置砂） 西 護岸　標 準断 面図 （鋼矢板 セル ）

図
一 6　 護岸標準断 面 図

地形 とな っ て い る 。 護岸法線上 の 土質は表層部 （厚

さ 4 〜 5m ）に rt＝ 1．35　tf／m3 ，
　 c ＝ ・ o，15　xtf ／m3 の

超軟弱粘土層が分布 し て い る （図
一 4）。

　（2） 構造形式

　環境保全 に配慮し つ つ 土捨を早 期に 開始す る た め ，

護岸工 を二 期に 分 けて施工 し た（図
一 5）。 第

一
期工

事 と して 南側を施工 した （昭和52年 7 月着工 ，54年

3 月完成）。 基礎の 地盤改 良 と し て 床掘工 事に よ る

発生土量 を で き る限 り少 な くす る た め ，

「
サ ン ド ド

レ ーン」 を施工 した 。 護岸 は 「鋼 矢板 セ ル 護i岸」

（西側約 1000m ），

厂捨石護岸」 （東側お よ び南側約

1900m ）を築造した 。 中仕切 り は 「矢板護岸」 （800

m ） と し た 。 鋼矢板 セ ル 護岸は，起重機船また は 双

胴台船を用 い た 「プ レ ハ ブ鋼矢板 セ ル 工 法」 に よ り

大量急速 に施 工 した。

　第二 期工事と して 北側 を施工 した （昭和54年 4 月

着工 ， 57年 3 月完成）。 基礎 の地盤改良と して ，

「サ

ン ドコ ン パ ク シ ョ ン 」 （東側 700m），

「床 掘 置 換 」

（西側700m ）お よび 厂深層混合処理 」 （北側300m）

を施工 し た 。 護岸 （2300m ）は 「方塊」 お よび 「
ケ

ー
ソ ン 」 に よ っ て築造 した （図

一 6）5）
。

　ま た ， 鋼矢板 セ ル 護岸の 西側に ，再揚砂 の た め の

66

「ダ ン ピ ン グポ ケ ッ ト」 を設け る こ と と し，自立鋼

矢板 お よ び 斜控杭鋼矢板構造の 「ポ ケ ッ ト護岸」

（300mx600m ） を施工 した 。

　3．3　埋 　立

　（1） 土捨計画

　土捨の 対象とす る浚渫場所 は関門航路 ， 北九州港

新門司航路 ， 苅 田港本港航路等で あ る
。 毎年 100 万

〜300 万 M3 の 土捨 が行 われ，累積土捨量 は約 2200

万 m3 （平成 2 年 8 月現在）で あ る。今後，更に浚

渫士砂を収容す る こ と とし て い る 。

　  　土捨方法

　 ドラグサ ク シ ョ ン 式浚渫船 「海鵬丸」 の 「舷外排

送施設 」 をポケ ッ ト南側 の 本護岸上 に設置 し
， 本格

的な土捨が開始 さ れ た （昭和54年 7 月）。 海鵬丸 に

よ る土捨 は，昼間は舷外排送施 設を用 い て直接土砂

処分揚へ 排送 し ， 夜間は ダ ン ピ ン グポ ケ ッ トに船底

を開き土捨 する 。 また ， ポ ン プ式浚渫船で浚渫し ，

海上 お よ び海底 の 排砂管を通 して 直接土 砂処分場 に

排送 して い る 。 土運船は ダ ン ピ ン グポ ケ ッ トに土捨

して い る 。 ダ ン ピ ン グ土砂 をポ ン プ船 で 土砂処分場

に 「再揚砂」 して い る 。

土 と基礎，39− 1 （396）
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　 （3＞ 築堤

　 収容土量 の増加を図 る た め 護岸背後に 昭和 60年か

ち 「築堤 」 を施工 し，逐 次築堤 天端 をか さ上 げ しつ

A 　　r ¶ア 匚柱 り 仁 　Q 　口 詔 ≠ 「「 −L 　nm 丶　　　 幺 （ r翫 8阿rD ア」」仙 マノ 丶
一
冖 病

白由
广 　u ノコ ツ L1 工 IJU ー

ノ ， 　  
v ／ riJ　− LJ　V」駲L ∫ロ レ

て い る 。 南側西築堤お よ び 中仕切 り築堤 の 施工 に 際

し て は，ほ か の 埋立 区域 に 比較 して 地 盤が悪 い こ と

か ら竹組 い か だ上 にネ ッ トを敷設 し， こ の 上に 水砕

ス ラ グを敷均 し所定高 さの 築堤 を施工 した
S）

。

　 3．4　施工 管理

　 （1＞ 余永処理

　余水吐排水 を濁度 30ppm 以下 とす る こ と と し ，

ポ ケ ッ ト内に導き ， 透水タイ プ の 汚濁防止 膜 を多層

に 展 張 し て 更に処理 して 放流 し て い る。ま た，水質

監視 を毎 日行 っ て い る
。

　   　沈下状況

　 排水材 を打設 し た 「自重圧密促進工 法 」 を用 い た

沈下予 測手 法 に よれ ば ， 当初の 埋 立 条件 にお い て 最

終沈下量は 3．4〜 3．8m と想定 され て い る
7）

。 また ，

埋 立前 と現在の 土質調査結果を比 較す る と， 原地盤

（沖積粘土層） が平均約 2m 沈下 し て い る と思われ

る
。 更に

， 南側西築堤 に つ い て 「沈下板」 を在来地

盤上 （
− 12〜− 13m ）お よ び ネ ッ ト上 に設置 （昭和

．62年 3 月） し て い る が，平成 2 年 9 月現在で そ れ ぞ

れ平均約1、0〜L7m ，2．0〜 2．6m 沈下 し て い る 。

4． お わ り に

　苅田港 の 埋立 は 陸域に接続 し て な され る埋 立 に加

え ，
「沖合人工 島」 の 造成へ と変遷 し て い る 。 そ し

て ， 施工 な い し土地利用 に際 し て
，

「ア メ ニ テ ィ 」
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の 確保 とい っ た視点が重 要 とな っ て い る
。 例え ば ，

本港お よび南港地区 の 埋立地に は 「緑地 」 が整備 さ

れ ， 地城 の 人 々 の 憩 い の 空 問 とな っ て い る。また，
1．N　l＿　IA 　ワ　 　 m み ぱ　1ー］．ユ 　　ヤ　，　ユtN　 　　 へrt ．　tぞt 　m 　　　　 ゐ tt．う，A セぬ 　　　 r 　　
v °4丿

『
ゾ OSE ）ム ぐ 「よ ！よ ヒ

、々
  　 翼工丁が レ 丿

一
苅文揖 」班

一
ぐ　

」
ソ
ー

ブ ル ー （海域環境創造）事業」 と称 して 良質な浚渫

土で覆砂 を施工 し ， 永 質 ， 底質の 改善を図 っ て い る 。

将来は沖合の 「人 工 海浜付 ラグーン 」 とい っ た形態

に発展す る もの と考え られ る
。

　土砂処分揚に っ い て は ， 背 後の 静穏海域を利用 し

て 区画漁業は 「の り」 か ら 「か き」 に転換，拡大し

て い る 。 ま た， こ の 土 砂処分 揚等 を利用 して 「新北

九州空港 」 の 建設が計画 され て お り， 苅 田港 は海陸

空交通 の 総合タ
ー

ミナ ル と し て ウ ォ
ー

ターフ ロ ン ト

の一
層の 発展が期待 され て い る 。
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